
MPLS-TEへの RSVPの実装

リソース予約プロトコル（RSVP）は、システムによるネットワークからのリソース予約要求
を可能にするシグナリングプロトコルです。RSVPは、他のシステムからのプロトコルメッ
セージを処理し、ローカルクライアントからのリソース要求を処理して、プロトコルメッセー

ジを生成します。結果として、リソースは、ローカルおよびリモートクライアントの代わりに

データフローに予約されます。RSVPは、これらのリソース予約を作成、保守および削除しま
す。

MPLSトラフィックエンジニアリング（MPLS-TE）はトポロジとネットワーク内で使用可能
なリソースを学習し、帯域幅などのリソース要件とネットワークリソースに基づいてトラフィッ

クフローを特定のパスにマッピングします。MPLS TEでは、ラベルスイッチドパス（LSP）
の形でソースから宛先への単方向トンネルが構築され、その後トラフィックの転送で使用され

ます。MPLS-TEでは、RSVPを使用して LSPをシグナリングします。

• RSVPを使用したMPLS LSPの設定（1ページ）
• MPLS-TE用 RSVPの機能の概要（2ページ）
• MPLS-TE用 RSVPの設定（2ページ）
• MPLS-TE用 RSVPの機能の詳細（9ページ）

RSVPを使用したMPLS LSPの設定
次の図は、MPLS環境で TEに使用できるルータ R4を介してルータ R1から LSPが RSVPに
よってどのように設定されるかを示しています。

図 1 : RSVPを使用したMPLS LSP

LSPの設定はLSPのヘッドノードが、テールノードにパスメッセージを送信すると開始されま
す。パスメッセージにより、各ノードへのパスに沿ってリソースが予約され、各ノードでセッ
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ションに関連付けられたパスステートが作成されます。テールノードがパスメッセージを受

信すると、ラベル付きの予約（RESV）メッセージを直前のノードに戻します。各ルータの予
約状態はソフト状態と見なされます。つまり、状態を維持するためには、各ホップで定期的な

PATHメッセージと RESVメッセージを送信する必要があります。

予約メッセージが直前のノードに到着すると、予約されたリソースがロックされ、転送エント

リが、テールエンドノードから送信されるMPLSラベルでプログラムされます。新しいMPLS
ラベルが割り当てられ、次のノードのアップストリームに送信されます。予約メッセージが

ヘッドノードに到着すると、ラベルがプログラムされ、MPLSデータがパスに送信されます。

MPLS-TE用 RSVPの機能の概要
このセクションでは、MPLS-TE用 RSVPのさまざまな機能の概要を示します。

RSVPは、MPLS-TEが設定されるインターフェイスで自動的にイネーブルにされます。帯域幅
を持つMPLS-TE LSPでは、RSVP帯域幅をインターフェイスで設定する必要があります。す
べてのMPLS-TE LSPがゼロ帯域幅の場合、RSVPを設定する必要はありません。

RSVPグレースフルリスタートは、高可用性を確保し、RSVPTE対応ルータでネットワーク障
害後にネイバーから RSVP状態情報を回復できるようにします。

RSVPでは、リフレッシュメッセージを定期的に送信することによって、LSPシグナリング時
に設定されるパスと予約状態を更新する必要があります。リフレッシュメッセージは、RSVP
ネイバー間で状態を同期するため、および失われたRSVPメッセージから情報を回復するため
に使用されます。RSVPリフレッシュ削減機能では、メッセージが失われた場合に迅速に送信
される信頼性の高いメッセージをサポートしています。サマリーリフレッシュメッセージに

は、多数の状態を更新し、状態の更新に必要なメッセージの数を減らすための情報が含まれて

います。

RSVPメッセージを認証して、信頼できるネイバーのみが予約を設定できるようにすることが
できます。

MPLS-TE用RSVPの機能の詳細については、「MPLS-TE機能に対するRSVP（詳細）」を参照
してください。

MPLS-TE用 RSVPの設定
RSVPは、いくつかのルータでの調整が必要で、LSPを設定するため RSVPメッセージの交換
を確立します。RSVPを設定するには、次の2つのRPMをインストールする必要があります。

• ncs540-mpls-2.0.0.0-r601.x86_64.rpm-6.0.1

• ncs540-mpls-te-rsvp-2.0.0.0-r601.x86_64.rpm-6.0.1

要件に応じて、RSVPでは、次のトピックで説明するいくつかの基本設定が必要です。
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RSVPメッセージ認証のグローバル設定
RSVP認証機能により、RSVPネットワークのネイバーは、安全なハッシュアルゴリズムを使
用して、すべての RSVPシグナリングメッセージをデジタルで認証できます。この認証は、
RSVPメッセージの RSVPインテグリティオブジェクトを使用して RSVPホップごとに実行さ
れます。インテグリティオブジェクトには、キー ID、メッセージのシーケンス番号、および
キー付きメッセージダイジェストが含まれています。

キーチェーン、信頼できる他のRSVPネイバーとのセキュリティアソシエーションをRSVPが
保持する期間（ライフタイム）、順序が正しくなくても受信できるRSVP認証済みメッセージ
の最大数（ウィンドウサイズ）など、認証パラメータの値をグローバルに設定できます。これ

らのデフォルトは、各ネイバーまたはインターフェイスで継承されます。

設定例

この例では、ルータで認証パラメータをグローバルに設定しています。認証キーチェーン、ラ

イフタイム、ウィンドウサイズを含む認証パラメータを設定しています。このタスクを実行す

る前に、有効なキーチェーンを設定する必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# key chain mpls-keys
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-mpls-keys)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# key-source key-chain mpls-keys
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# life-time 2000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-auth)# window-size 33

確認

次のコマンドを使用して、認証パラメータの設定を確認します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp authentication detail

RSVP Authentication Information:
Source Address: 3.0.0.1
Destination Address: 3.0.0.2
Neighbour Address: 3.0.0.2
Interface: HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
Direction: Send
LifeTime: 2000 (sec)
LifeTime left: 1305 (sec)
KeyType: Static Global KeyChain
Key Source: mpls-keys
Key Status: No error
KeyID: 1
Digest: HMAC MD5 (16)
window-size: 33

Challenge: Not supported
TX Sequence: 5023969459702858020 (0x45b8b99b00000124)
Messages successfully authenticated: 245
Messages failed authentication: 0

関連項目

•インターフェイスでの RSVP認証の設定（4ページ）
•ネイバーでの RSVP認証の設定（5ページ）
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• #unique_60

インターフェイスでの RSVP認証の設定
インターフェイスで、キーチェーン、ライフタイム、ウィンドウサイズを含むRSVP認証パラ
メータの値を個別に設定できます。インターフェイス固有の認証パラメータは、2つの RSVP
ネイバー間で特定のインターフェイスのセキュリティを確保するために使用します。

設定例

この例では、インターフェイスで、認証キーチェーン、セキュリティアソシエーションのライ

フタイム、およびウィンドウサイズを設定しています。有効なキーチェーンが、このタスクの

一部として使用できるようにすでに設定されている必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp interface HundredGigabitEthernet0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# key-source key-chain mpls-keys
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# life-time 2000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# window-size 33
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

確認

次のコマンドを使用して、認証パラメータの設定を確認します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp authentication detail

RSVP Authentication Information:
Source Address: 3.0.0.1
Destination Address: 3.0.0.2
Neighbour Address: 3.0.0.2
Interface: HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
Direction: Send
LifeTime: 2000 (sec)
LifeTime left: 1305 (sec)
KeyType: Static Global KeyChain
Key Source: mpls-keys
Key Status: No error
KeyID: 1
Digest: HMAC MD5 (16)
window-size: 33
Challenge: Not supported
TX Sequence: 5023969459702858020 (0x45b8b99b00000124)
Messages successfully authenticated: 245
Messages failed authentication: 0

関連項目

• RSVPメッセージ認証のグローバル設定（3ページ）
•ネイバーでの RSVP認証の設定（5ページ）
• #unique_60
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ネイバーでの RSVP認証の設定
ネイバーで、キーチェーン、ライフタイム、ウィンドウサイズを含むRSVP認証パラメータの
値を個別に設定できます。

設定例

この例では、RSVPネイバーで、認証キーチェーン、セキュリティアソシエーションのライフ
タイム、およびウィンドウサイズを設定しています。有効なキーチェーンが、このタスクの一

部として使用できるようにすでに設定されている必要があります。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp neighbor 1.1.1.1 authentication
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# key-source key-chain mpls-keys
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# life-time 2000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if-auth)# window-size 33
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

確認

次のコマンドを使用して、認証パラメータの設定を確認します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp authentication detail

RSVP Authentication Information:
Neighbour Address: 1.1.1.1
Interface: HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
Direction: Send
LifeTime: 2000 (sec)
LifeTime left: 1205 (sec)
KeyType: Static Global KeyChain
Key Source: mpls-keys
Key Status: No error
KeyID: 1
Digest: HMAC MD5 (16)
window-size: 33
Challenge: Not supported

関連項目

• RSVPメッセージ認証のグローバル設定（3ページ）
•インターフェイスでの RSVP認証の設定（4ページ）
• #unique_60

グレースフルリスタートの設定

RSVPグレースフルリスタートは、高可用性（HA）を確保するためのメカニズムを提供して、
Cisco IOSXRソフトウェアを実行するシステムで障害状態を検出および回復できるようにし、
ノンストップフォワーディングサービスを実現します。RSVPグレースフルリスタートは、
RSVPhelloメッセージに基づいており、RSVPTE対応ルータでネットワーク障害後にネイバー
から RSVP状態情報を回復できるようにします。RSVPでは、helloメッセージ内の Restart Cap
オブジェクト（RSVPRESTART）を使用して、ノードの再起動機能をアドバタイズするために
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再起動時間と回復時間を指定します。ネイバーノードは、再起動ノードのフォワーディングス

テートを回復するための Recover Labelオブジェクトを送信することで、再起動ノードを支援
します。

ノード IDアドレスベースの helloメッセージに基づく標準グレースフルリスタートを設定する
ことも、インターフェイスアドレスベースの helloメッセージに基づくインターフェイスベー
スのグレースフルリスタートを設定することもできます。

設定例

この例では、ネットワーク上のルータノードで RSVP-TEがすでに有効になっており、障害か
ら回復できるようにルータノードでグレースフルリスタートが有効になっている必要がありま

す。グレースフルリスタートを、有効なノード IDアドレスベースの helloメッセージに対して
グローバルに設定し、インターフェイスアドレスベースの helloメッセージをサポートするた
めにルータインターフェイスで設定します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling graceful-restart
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling graceful-restart
interface-based
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

確認

次のコマンドを使用して、グレースフルリスタートが有効になっていることを確認します。

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp graceful-restart
Graceful restart: enabled Number of global neighbors: 1
Local MPLS router id: 192.168.55.55
Restart time: 60 seconds Recovery time: 120 seconds
Recovery timer: Not running
Hello interval: 5000 milliseconds Maximum Hello miss-count: 4

RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp graceful-restart neighbors detail

Neighbor: 192.168.77.77 Source: 192.168.55.55 (MPLS)
Hello instance for application MPLS
Hello State: UP (for 00:20:52)
Number of times communications with neighbor lost: 0
Reason: N/A

Recovery State: DONE
Number of Interface neighbors: 1
address: 192.168.55.0

Restart time: 120 seconds Recovery time: 120 seconds
Restart timer: Not running
Recovery timer: Not running
Hello interval: 5000 milliseconds Maximum allowed missed Hello messages: 4

関連項目

• #unique_60
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リフレッシュ削減の設定

RSVPリフレッシュ削減は、デフォルトで有効になっており、Resource Reservation Protocol
（RSVP）シグナリングの信頼性を高めてネットワークのパフォーマンスとメッセージ配信の
信頼性を向上します。リフレッシュ削減は、ネイバーでサポートされている場合に限り、ネイ

バーで使用されます。必要に応じて、インターフェイスでリフレッシュ削減を無効にすること

もできます。

設定例

この例では、リフレッシュ削減機能で使用できるさまざまなパラメータを設定する方法を示し

ます。

次のパラメータを設定して、そのデフォルト値を変更します。

•更新間隔

•ノードで許容される、失われたリフレッシュメッセージの数

•再送信時間

•確認応答保持時間

•確認応答メッセージのサイズ

•サマリーリフレッシュメッセージのサイズ

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# interface HundredGigabitEthernet 0/0/0/3
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh interval 40
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh missed 6
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable
retransmit-time 2000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable ack-hold-time
1000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction reliable ack-max-size
1000
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp-if)# signalling refresh reduction summary max-size
1500
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

ACLベースプレフィックスフィルタリングの設定
拡張アクセス制御リスト（ACL）を設定して、RSVPルータアラート（RA）パケットで通常
の処理を転送、ドロップ、または実行できます。各着信 RSVP RAパケットについて、RSVP
では、IPヘッダーを検査し、送信元 IPアドレスまたは宛先 IPアドレスと拡張 ACLで設定さ
れたプレフィックスとの照合を行います。明示的な許可も明示的な拒否もない場合、デフォル

トでは、ACLインフラストラクチャは暗黙的な拒否を返します。デフォルトでは、ACL一致
により暗黙的な（デフォルト）拒否が返された場合、RSVPによりパケットが処理されます。
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設定例

この例では、RSVPRAパケットに対するACLベースのプレフィックスフィルタリングを設定
します。RSVPで送信元アドレス 1.1.1.1から RAパケットを受信した場合はそのパケットは転
送され、IPアドレス 2.2.2.2宛てのパケットはドロップされます。
RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list rsvpac1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# 10 permit ip host 1.1.1.1 any
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# 20 deny ip any host 2.2.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling prefix-filtering access-list rsvp-acl
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

確認

ACLベースプレフィックスフィルタリングの設定の確認
RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering access-list rsvp-ac1

ACL:rsvp-ac1 Forward Local Drop Total
Path 0 0 0 0
PathTear 0 0 0 0
ResvConfirm 0 0 0 0
Total 0 0 0

関連項目

• RSVPパケットドロップの設定（8ページ）

RSVPパケットドロップの設定
拡張アクセス制御リスト（ACL）を設定して、RSVPルータアラート（RA）パケットで通常
の処理を転送、ドロップ、または実行できます。デフォルトでは、ACLとの照合で暗黙的な拒
否が返された場合でも、RSVPはその RAパケットを処理します。ACLとの照合で暗黙的な拒
否になった場合には RAパケットをドロップするように、RSVPを設定することもできます。

設定例

この例では、RSVPRAパケットに対するACLベースのプレフィックスフィルタリングを設定
します。RSVPで送信元アドレス 1.1.1.1から RAパケットを受信した場合はそのパケットは転
送され、IPアドレス 2.2.2.2宛てのパケットはドロップされます。ACLとの照合で暗黙的な拒
否になった場合には、RAパケットはドロップされます。
RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipv4 access-list rsvpac1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# 10 permit ip host 1.1.1.1 any
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipv4-acl)# 20 deny ip any host 2.2.2.2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# rsvp
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-rsvp)# signalling prefix-filtering default-deny-action
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit
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確認

次のコマンドを使用して、RSVPパケットドロップの設定を確認します。
RP/0/RP0/cpu 0: router# show rsvp counters prefix-filtering access-list rsvpac1

ACL: rsvpac1 Forward Local Drop Total
Path 4 1 0 5
PathTear 0 0 0 0
ResvConfirm 0 0 0 0
Total 4 1 0 5

関連資料

• ACLベースプレフィックスフィルタリングの設定（7ページ）

RSVPトラップの有効化
RSVP MIBを実装することで、SNMPを使用して、RSVPに属するオブジェクトにアクセスで
きます。また、新しいフローの作成または削除時にトリガーされる 2つのトラップ（NewFlow
と LostFlow）を指定できます。RSVP MIBは RSVPをオンにすると自動的に有効になります
が、RSVPトラップは別に有効にする必要があります。

設定例

この例は、フローが削除または作成された場合のRSVPMIBトラップを有効にする方法に加え
て、両方のトラップを有効にする方法も示しています。

RP/0/RP0/cpu 0: router# configure
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# snmp-server traps rsvp lost-flow
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# snmp-server traps rsvp new-flow
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# snmp-server traps rsvp all
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# commit

MPLS-TE用 RSVPの機能の詳細

RSVPグレースフルリスタートの動作

RSVPグレースフルリスタートは、RSVP helloメッセージに基づきます。helloメッセージは、
ルータとそのネイバーノードの間で交換されます。各ネイバーノードは、hello要求オブジェク
トを含むhelloメッセージを自律して発行できます。hello拡張をサポートするレシーバは、hello
確認（ACK）オブジェクトを含む helloメッセージで応答します。送信側ノードが状態の回復
をサポートしている場合、ノードの再起動機能を示すRestartCapオブジェクトもhelloメッセー
ジで伝送されます。Restart Capオブジェクトでは、再起動時間と回復時間が指定されていま
す。再起動時間は、helloメッセージが失われてから RSVP helloセッションを再確立するまで
の時間です。回復時間は、helloメッセージの再確立後に受信者が状態を再同期するまで送信側
が待機する時間です。

グレースフルリスタートでは、helloメッセージは、64の IP Time to Live（TTL）で送信されま
す。これは、helloメッセージの宛先が数ホップ離れることがあるためです。グレースフルリ
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スタートがイネーブルで、RSVPステートがネイバーと共有される場合、helloメッセージ
（Restart Capオブジェクトを含む）は RSVPネイバーに送信されます。Restart Capオブジェク
トがRSVPネイバーに送信される場合に、ネイバーがRestartCapオブジェクトを含むhelloメッ
セージで応答すると、そのネイバーはグレースフルリスタート可能と見なされます。ネイバー

が helloメッセージに応答しない場合、または Restart Capオブジェクトを含まない helloメッ
セージに応答した場合、RSVPは、そのネイバーへの helloの送信をバックオフします。hello
Requestメッセージが不明ネイバーから受信された場合、hello ACKは返されません。

RSVP認証

ネットワーク管理者は、RSVP要求を開始するシステムのセットを制御するセキュリティドメ
インを確立できる機能が必要です。RSVP認証機能を使用すると、RSVPネットワークのネイ
バーは、安全なハッシュを使用して、すべてのRSVPシグナリングメッセージにデジタル署名
できます。これにより、RSVPメッセージの受信側は、送信側の IPアドレスだけに頼ることな
く、メッセージの送信側を確認できます。

署名は、RFC 2747で定義されている RSVPメッセージの RSVPインテグリティオブジェクト
で RSVPホップごとに実行されます。インテグリティオブジェクトには、キー ID、メッセー
ジのシーケンス番号、およびキー付きメッセージダイジェストが含まれています。この方式で

は、偽造やメッセージ改ざんに対する保護が提供されます。ただし、受信側で、受信したRSVP
メッセージ内のデジタル署名を確認するためには、送信側で使用されたセキュリティキーを取

得する必要があります。ネットワーク管理者は、共有ネットワークの各RSVPネイバーで共有
のキーを手動で設定します。送信側システムと受信側システムでは、共有する各認証キーのセ

キュリティアソシエーションが維持されます。さまざまなセキュリティアソシエーションパ

ラメータの詳細については、セキュリティアソシエーションパラメータの表を参照してくだ

さい。

キー、ウィンドウサイズおよびライフタイムを含むすべての認証パラメータに対してグローバ

ルデフォルトを設定できます。これらのデフォルトは、各ネイバーまたはインターフェイスで

認証を設定するときに継承されます。ただし、これらのパラメータはネイバーまたはインター

フェイスで個別で設定できますが、この場合はグローバル値（設定値またはデフォルト値）は

継承されません。

インターフェイスモードおよびネイバーインターフェイスモードは、明示的に設定されてい

ない限り、次のように、グローバルコンフィギュレーションモードからパラメータを継承し

ます。

•ウィンドウサイズは、1に設定されます。
•制限は 1800に設定されます。
• key-source key-chainコマンドは、noneまたはディセーブルに設定されます。

次に、グローバル、インターフェイス、またはネイバーコンフィギュレーションモードの選

択方法を示します。

•グローバルコンフィギュレーションモードは、ルータが単一のセキュリティドメインに
属する場合に最適です（たとえば、プロバイダーコアルータのセットの一部などです）。

単一の共有キーセットは、すべての RSVPメッセージの認証に使用されます。
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•インターフェイスまたはネイバーコンフィギュレーションモードは、ルータが複数のセ
キュリティドメインに属する場合に最適です。たとえば、プロバイダールータが、プロ

バイダーエッジ（PE）に隣接する場合や、PEがエッジデバイスに隣接する場合です。異
なるキーを使用できますが、共有はできません。

セキュリティアソシエーション（SA）は、ピアとの安全な通信を維持するために必要な情報
のコレクションです。次の表に、セキュリティアソシエーションを定義する主要パラメータを

示します。

表 1 :セキュリティアソシエーションのパラメータ

説明セキュリティアソシエーションのパラメータ

送信元の IPアドレス。src

最終的な宛先の IPアドレス。dst

セキュリティアソシエーションのインターフェ

イス。

interface

セキュリティアソシエーションの送信または

受信タイプ。

direction

未使用のセキュリティアソシエーションデー

タの収集に使用される有効期限タイマーの値。

Lifetime

送信または受信（directionのタイプ）された
最後のシーケンス番号。

Sequence Number

設定可能パラメータのキーのソース。key-source

最後に使用されたキー番号（key-sourceから返
されます）。

keyID

順序どおりでなくても受信できる認証済みメッ

セージの最大数を指定します。

Window Size

受信または受け入れられた最後の window size
値のシーケンス番号を指定します。

Window
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